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ものへまでの昇華によって，私的＝内面的生活の一切のリゴリズムよりの解放となって現
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れたのである。
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心においていた本来の儒教思想とは異質なものである。
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造によって中国（朝鮮経由も含め）から伝来した儒教の側がこれに適応すべく変容したと
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いうことができる。
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〔抄　録〕
東アジア社会の特質をあきらかにする一助として，現在，儒教文化圏の一つであるとい
われる日本において，中国で生まれた新儒教（朱子学・陽明学など）が導入された際，ど
のような変容があったのかを検討することが本稿の課題である。
江戸期前半における新儒教の受容において，原型である中国の儒教とは，
⑴宇宙論としての理気二元論の不在，⑵「易姓革命論」の変質，⑶「君臣義合説」から
「君臣天合説」へ，⑷「時処位論」の展開，⑸儒教思想の展開の時間的早さと儒教思想の
多様性の５点で異なっている。これは日本において，支配構造の面で天皇・将軍の権力の
二重構造であることと家連合における封建的支配構造であること，社会文化の面で，中国
では，道教，仏教，儒教の三教の並立・棲み分け状況であるのに対して，日本では神道，
仏教が個々人の精神面に深く食い込んでいることが原因である。また，儒教思想の展開の
早さと多様性については，新儒教の同時的摂取による権威のゆらぎと科挙の不在がその背
景としてあげられる。日本における新儒教の受容は，本質的に日本の社会を変えたのでは
なく，むしろ，儒教の側が日本の社会構造に適応すべく変容したといえる。

